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まず一言 



受験は厳しい 



そして、君たちに問う 



1点突破できるだけの英語力を持っているか 

英語に頼らなくてもよい 

他教科の力をしっかり持っているか 



帰国生、留学経験者の君たちへ 

真実 

大学はいま君たちのことを欲しがっている 

大学受験はいま君たちに有利なようにできている 

ただし・・・ 

優秀な帰国生や留学経験者は他にもいる 

一般生の努力は本当にすごい 

有利な土俵を活かせ 

有利な土俵がしっかり活かせるように過信をせずに努力しろ 

素質や特性だけで勝負できるほど受験は甘くない 



HONORSに求められる受験意識 

① 英語を何よりも最大限伸ばす 

 

② 受験生として英語の勉強をしっかりやる 

 

③ 他教科でもう１つ武器を作れ 

 ・文系は国語、 理系は数学 

 

④ まずは一般受験を照準にあてる 

 

⑤ 広い選択肢を有利に使う 

 

⑥ 英語外部試験をうまく使う 

英語に自信を持て、英語を過信するな 



グローバルという熱力学 



スーパーグローバル大学 

トップ型 13大学 

グローバル化牽引型 24大学 



大学は今、こう変わる 



大学は今、こう変わる 

早稲田大学 

SGU構想調書 P6 

（数字はH25、H35比較） 

TOEFL等の入試活用 

4％ → 40％ 

外国人留学生 

8％ → 19％ 
留学経験者 

6％→ 27％ 
語学力 

31% → 88% 

シラバスの英語化 

10％ → 25％ 

外国人・外国学位教員 

4％ → 40％ 
外国人・外国学位職員 

8％ → 15% 

外国語での授業 

13％ → 25％ 
外国語のみで卒業 

5％ → 9% 

外国人留学生の寮 

50％ → 84％ 



大学は今、こう変わる 

留学事業の促進 

2032年度までに、 

卒業までに全ての日本人学
生が外国へ留学等をする 

熱を冷まして考えても、やっぱり留学は今後の重要な課題であることは変わらない 

意欲と能力のある高校・
大学等の若者全員に、
学位取得等のための留
学機会を与える 



外部試験はどんなものがあるか 

SGU公募の目標設定 

どのぐらいの数値だと思いますか 



トップ型 H25 H28 H31 H35 H25 H28 H31 H35 

北海道大学 2% 3% 5% 5% 豊橋技術科学大学 0% 0% 85% 85% 

東北大学 3% 3% 4% 5% 京都工芸繊維大学 10% 14% 17% 21% 

筑波大学 29% 31% 100% 100% 奈良先端科学技術大学院大学 - - -  -  

東京大学 1% 5% 7% 8% 岡山大学 0% 0% 19% 100% 

東京医科歯科大学 2% 2% 3% 5% 熊本大学 0% 6% 100% 100% 

東京工業大学 0% 0% 2% 3% 国際教養大学 89% 89% 90% 90% 

名古屋大学 3% 5% 6% 8% 会津大学 0% 5% 8% 10% 

京都大学 1% 2% 2% 2% 国際基督教大学 24% 26% 27% 27% 

大阪大学 2% 3% 10% 10% 芝浦工業大学 0% 12% 25% 50% 

広島大学 0% 94% 100% 100% 上智大学 25% 43% 50% 57% 

九州大学 1% 1% 16% 16% 東洋大学 8% 10% 12% 15% 

慶應義塾大学 9% 11% 11% 11% 法政大学 13% 16% 16% 28% 

早稲田大学 4% 10% 22% 40% 明治大学 0% 2% 7% 12% 

グローバル化牽引型 立教大学 1% 10% 50% 50% 

千葉大学 8% 8% 10% 10% 創価大学 24% 46% 46% 46% 

東京外国語大学 0% 9% 9% 9% 国際大学 100% 100% 100% 100% 

東京藝術大学 2% 2% 80% 100% 立命館大学 18% 23% 61% 70% 

長岡技術科学大学 0% 4% 30% 100% 関西学院大学 5% 5% 5% 6% 
金沢大学 0% 2% 8% 8% 立命館アジア太平洋大学 73% 88% 100% 100% 

SGU 外部英語試験の目標設定 

データは各大学SGU構想調書より：30%以上は黄色 



トップ型 H25 H28 H31 H35 H25 H28 H31 H35 

北海道大学 3% 5% 9% 12% 豊橋技術科学大学 0% 8% 56% 92% 

東北大学 5% 5% 7% 7% 京都工芸繊維大学 1% 1% 2% 3% 

筑波大学 8% 8% 9% 10% 奈良先端科学技術大学院大学 - -  -  -  

東京大学 4% 6% 8% 11% 岡山大学 1% 2% 8% 18% 

東京医科歯科大学 2% 2% 3% 4% 熊本大学 1% 4% 6% 10% 

東京工業大学 3% 4% 5% 10% 国際教養大学 100% 100% 100% 100% 

名古屋大学 7% 9% 9% 10% 会津大学 18% 39% 45% 50% 

京都大学 4% 8% 20% 30% 国際基督教大学 15% 24% 32% 40% 

大阪大学 2% 3% 4% 5% 芝浦工業大学 0% 6% 17% 34% 

広島大学 2% 4% 9% 23% 上智大学 14% 16% 18% 21% 

九州大学 6% 9% 20% 25% 東洋大学 2% 10% 11% 21% 

慶應義塾大学 4% 5% 6% 8% 法政大学 7% 9% 10% 12% 

早稲田大学 9% 11% 13% 25% 明治大学 1% 2% 3% 4% 

グローバル化牽引型 立教大学 4% 7% 10% 20% 

千葉大学 1% 4% 11% 20% 創価大学 3% 7% 9% 13% 

東京外国語大学 7% 9% 13% 14% 国際大学 -  -  -  -  

東京藝術大学 0% 3% 5% 10% 立命館大学 4% 5% 8% 10% 

長岡技術科学大学 0% 5% 20% 30% 関西学院大学 4% 5% 6% 8% 
金沢大学 2% 7% 25% 50% 立命館アジア太平洋大学 45% 45% 48% 50% 

SGU 外国語での授業の目標設定 

データは各大学SGU構想調書より（学部の数字を使用）：20%以上は黄色 



SGU 外部英語試験の目標設定 

7,300人 13,242人 25,503人 32,833人 

H25年 

2013年 

H28年 

2016年 

H31年 

2019年 
H35年 

2023年 

35% 

8% 11% 17% 23% 

外部英語試験の入学者枠 

外国語での学部授業 平均％ 

これからの大学事情はこうなる？ 



どのように受験するのか 



受験形態 

指定校推薦 公募制推薦 

AO入試 

自己推薦 
帰国生入試 

一般入試 

8月 

～ 

11月 

1・2月 

書類 

英語資格 

英語試験 

課題 

ライティング 

面接 

小論文 

センター試験 

個別試験 



君たちに有利なものはどれか 

日本語での面接 

書類、日本語でのエッセイ 

日本語での小論文 

一般入試の英語 

英文の日本語要約 

他教科のテスト 

自分の強みを把握する 



どの入試を選ぶべきか 

  

 ・ ＭＡＲＣＨ以上のＡＯは難関、早慶にもなると準備が大変 

 ・ 帰国生にとっては、帰国生入試、AO、推薦入試は受かりやすい 

 ・ 枠が非常に少ない、大きな枠を持っている学校が限られている 

特別入試を選ぶべきか 

前提 

・ 特性や英語力を活かせる入試があれば積極的に考える 

・ 一般受験の生徒は安易に手を出さない 

・ TOEFL100点をとれ 

・ 3～4校受けて1つの合格を取る 

・ 一般入試の準備を怠らない 

・ 2回の受験ピークを作れ！ 



普段の 

授業 

TOEFL 

（SAT) 

Writing 

新聞 

成績をしっかりとる 
授業の中で完結する 

TOEFL： 100点 
SAT: CW 500点 

毎日1面を読む 
週1で要約・小論文 

2か月かけて 
ロジカルな文を書く 

重点となる取り組み 



特別入試の例 

・ 国際教養大学 AO： TOEFLなど、エッセイ、筆記 

・ 政治経済 グローバル入試：  

・ 帰国生入試： TOEFLなど、書類、（面接、小論文） 

・ 帰国生入試： TOEFLなど、面接、参考小論文 

・ SFC AO入試： 英語資格、志望理由書、面接 

・ 帰国生入試 TOEFLなど、学科試問（主に小論型）、面接 

・ 推薦入試： TOEFLなど、自己推薦文、筆記 

・ 国際教養学部（FLA)： TOEFLなど、SAT、エッセイ、推薦状 

・ 一般入試 B方式： TOEFLなど、ALTAS、面接 

・ AO入試 Aカテゴリー： TOEFLなど、面接 

・ ユニバーサル入試： TOEFLなど、小論文、面接 



特別入試の例 

・ 海外就学者経験者入試： TOEFLなど、小論、面接 

・ 異文化コミュ 国際コース： TOEFLなど、小論、面接 

・ 帰国生入試： TOEFLなど、小論 

・ AO： TOEFLなど、英語小論文、面接  

他にもまだまだある 

・ 国際社会 AO： TOEFLなど、英語による論文、面接など 



一般入試 



入試における英語の位置づけ 

0%

10%

20%

30%
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50%

英語 国語 社会 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

英語 数学 理科 

早慶上智 

MARCH

日東駒専 

文系 得意科目 理系 得意科目 

ベネッセセミナー資料『進学実績躍進のセオリー』（2011年5月） 

英語ができなきゃ落ちる 英語ができたら超有利 

合格者の得意教科 



入試における英語の位置づけ 

【文系： 英語の配点が高い受験】 

【文系： 英語の配点が低い受験】 

英語 国語 地歴など 英語率 

上智大学 文学部英文 200 100 100 50% 

明治大学 法 150 100 100 43% 

立教大学 コミュニティー福祉 200 200 100 40% 

早稲田大学 教育 50 50 50 33% 【理系】 

⇒ 英語ができることが絶対条件 

⇒ それでも英語を中心に得点を稼げ 

⇒ 英語 かつ 数学！！ 

英語 数学 理科など 英語率 

慶應大学 理工 150 150 200 30% 

立教大学 理 100 100 100 33% 

文系 

理系 ・・・ 英語が全体の3分の1以上になることはない 

・・・ 英語が全体の3分の1以下になることはない 

英語が受験のカギになりうるのか 



英語受験における重点 

単語、熟語 

• Target 1900 → More 880 

文法演習 

• Next Stage  → 早慶上智文法問題 

長文演習 

• MAX長文ログ → 過去問 

過去問演習 

• MARCH → 早慶上智 

Writing 

• 2か月かけてトレーニング 



READINGの語彙レベル 

センター（2011年） 大問６ （590 words） 

U/N 1 2 3 4 5 6 7 8 9～ 合計 

単語数 8 132 33 25 8 5 5 1 2 3 222 

％ 4% 59% 15% 11% 4% 2% 2% 0.5% 1% 1% --- 

95％ 

注目ポイント 

 

① 590語の長文 

   実際は222語しか使われていない 

② 90％ ＝ 200語 ： 4000語レベル 

    95% ＝ 211語 ： 6000語レベル 

頻度別に見てみると 

 

be （31回）、the（26回）、and（25回） 
of（ 25回）、to（25回）、a（14回） 
 

＊ U/Nは4分の1を知らない語と設定 

  （cannot, Americanなども含まれる） 
90％ 



READINGの語彙レベル 

駒沢大学・グローバル 2011年 （578 words） 

青山学院大学・総合文化政策 2011年 （1301 words） 

早稲田大学・法 2011年 （1151 words） 

U/N 1 2 3 4 5 6 7 8 9～ 合計 

単語数 12 124 39 20 18 7 1 0 0 0 221 

％ 5% 56% 18% 9% 8% 3% 0.5% 0% 0% 0% --- 

Time紙 （752 words） 

U/N 1 2 3 4 5 6 7 8 9～ 合計 

単語数 27 158 78 43 28 14 6 6 5 11 376 

％ 7% 42% 21% 11% 7% 4% 2% 2% 1% 3% --- 

U/N 1 2 3 4 5 6 7 8 9～ 合計 

単語数 37 206 91 59 35 19 12 8 11 18 496 

％ 7% 42% 18% 12% 7% 4% 2% 2% 2% 4% --- 

U/N 1 2 3 4 5 6 7 8 9～ 合計 

単語数 41 152 43 24 19 9 4 7 4 15 318 

％ 13% 48% 14% 8% 6% 3% 1% 2% 1% 5% --- 



学習アドバイス： 単語 

読解の復習で単語を覚えろ！ 

（2006年 青山学院大学 法学部） 

リーディングの一番のカベは単語だ 

→ リーディングが単語学習の素材として重要 



この意識に負けるな 

一般生の英語学習量 

Max English Notebook 

• 文法語法のポイントまとめ 220ページ  

MARCHG文法オリジナル問題集 

• 約114ページ  → 希望者には早慶上智文法問題集 

過去問演習 

• 授業で週に1回 ＋ 宿題で週に1回 ＝ 1年間で計30題 

Max長文ログ 

• 自主課題 フルでこなすと120題 

普段の授業 

• 7冊教科書 ＋ ゼロ限速読 



一般入試を知っておこう 

・文高理低の傾向 

 

・学部学科改組、新設の波 

 

・入学定員充足率の原則化 

 

・グローバル重視 

 

・英語外部試験の利用 

計37ページ 続きはWEBで 



英語外部試験の利用 



外部試験はどんなものがあるか 

海外進学にも対応できるハイレベルテスト 

日本の大学受験に使う外部テスト 

メインはTOEFL、英検、TEAP、GTEC-CBT 

帰国生は 

TOEFLで 

勝負できるように 



どう活用されるのか 

テストをどう使い、どう判断するかは大学による 

• 出願するためには定められた点数を超えなくてはならな
い 

出願基準 

• 外部テストのスコアを英語の点数として換算する 

得点換算・満点換算 

• 外部テストのスコアによって、スコアが加算される 

加算（ベースアップ） 

• 合否判定時に利用する 

書類審査、優遇措置 



Common European Framework of  Reference of  Language 

CEFR 

C2 

•ほぼすべての話題を容易に理解し、その内容を論理的に再構築して、ご
く細かいニュアンスまで表現できる。 

C1 

•広範囲で複雑な話題を理解して、目的に会った適切な言葉を使い、論理
的な主張や議論を組み立てることができる。 

B2 

•社会生活での幅広い話題について自然に会話ができ、明確かつ詳細に
自分の意見を表現できる。 

B1 

•社会生活での身近な話題について理解し、自分の意思とその理由を簡単
に説明できる。 

A2 
•日常生活での身近なことがらについて、簡単なやり取りができる。 

A1 
•日常生活での基本的な表現を理解し、ごく簡単なやり取りができる。 

ヨーロッパ全体で外国語の習得レベルを表すフレームワーク 

NHKテキストより 



CEFR 



CEFR 

日本人高校生のCEFR 



 ・ 上智大学と英検協会が開発 

 ・ アカデミックな場面での英語運用能力を測定 

 ・ 日本の高校生を対象とした大学入試レベルを想定 

 ・ 学習指導要領に準拠 

 ・ 英検でいえば準2級～準1級程度 

 ・ 4技能試験（2技能～4技能で選択） 

 ・ 各技能100点満点、合計400点 

 ・ 年３回受験可能 

 ・ ２０１６年度より TEAP CBTがスタート 

TEAPとは 



・ 2017年度から全学部で4技能を必須としている 

・ TEAP利用型は、他教科でも文章理解力、論理的思考力など総合的な力 

  を問うものにシフト  → 社会では論述問題を含む 

・ TEAP利用型入試で受験する選択科目が同一の複数学科に出願できる。 

・ TEAPを複数回受験した場合、技能別ハイスコアを組み合わせて出願できる。 

TEAP入試の国語

は基本的に上智
大学の一般入試
とあまり変わりま
せんねー。 

世界史もあまり変わらない
ですね。一般的な私大向け
の勉強をしていれば解ける
かと。論述対策は必要です

けどね。 

日本史は一般入試と
は全く傾向が違いま
すね。教科書の知識
を表面的に覚えてい
るだけでは対応でき
ません。特別な対策
が必要です。 

国語科A先生 社会科B先生 社会科C先生 

上智大学 TEAP利用型入試 



上智大学 TEAP利用型入試 

・ 2015年度より、約2割をTEAP利用型入試とした 

・ 初年度は基準点が低く、なんなく基準点を超えてしまった 

・ 2015年度： TEAP、総合グローバルの影響 → 前年度比1.20倍 

・ 2016年度より基準点が15点ほどUP 

・ 2017年度から全学部で4技能に移行  → 敬遠される可能性 

・ 2015年度： 文学部系ではTEAP利用が多く、外国語系統が少ない傾向 

・ TEAP利用入試の方が一般入試より偏差値１～２低いか（B動向調査） 

・ TEAP利用型は、他教科でも文章理解力、論理的思考力など総合的な力 

  を問うものにシフト  → 400字程度の記述を含む 

・ 英語ができる生徒に不利か？ ・・・ 英語で差がつかない 



GTEC-CBTとは 

 ・ Benesseグループで作成 

 ・ 日常生活 ＋ アカデミックな素材 

 ・ Computer-Based形式 

 ・ IRT、CATを採用し、各個人に合わせた出題と測定 

 ・ GTEC for Studentsとの接続 

 ・ 各技能350点、合計1400点 



Computerがテストレベルを調整する 

IRTとCAT 

IRT（Item Response Theory） 
同じ1問でも難易度によって得点が変わってくる 

CAT（Computer Adapted Test） 
受験者のレベルに合わせて、問題の難易度を調整する 

イメージ提供：  

Benesse 



＜2016年度第一回（6月実施）より変更＞ 

  これまで毎回変動していた合格点が固定化！ 
 

    

   英語能力を明確な数値で表すことが可能に 

   この数値が 「 英検CSEスコア 」 

 

      

 

英検もリニューアル 



準2級の一次試験の例  ※細かいスコアの算出は推定です。 

 

＜2015年まで＞ 全体問題数の6割程度で合格 

A君                     Bさん 

 

 

 

＜2016年から＞ 合格基準スコアに届いていれば合格 

                    ※準2級の合格基準スコアは878／1200 

A君                     Bさん 

 

R 45／45 ＋ L 8／30 

⇒TOTAL 53／75（約7割） 

合格！ 

R 23／45 ＋ L 30／30 

⇒TOTAL 53／75（約7割） 

合格！ 

R 600／600 ＋ L 160／600 

 （45／45）    (8／30) 

  ⇒TOTAL 760／1200 

不合格 

R 300／600 ＋ L 600／600 

  (23／45)        (30／30)  

⇒TOTAL 900／1200 

合格！ 

合格点の固定化でこう変わる 



1 技能ごとにスコアが均等に配分されている 
  

 ＜各級の技能ごとの満点スコア＞ 

   準1級：750点      2級：650点     準2級：600点  

 

2 同じ正答数であっても回次によりスコアは異なる 
 
3 合格するためには、技能のバランスが重要！ 

 

 

英検スコア 実際にはどうなる 



一般的なイメージは・・・ 

  ●海外の大学へ行くために必要な英語のテスト 

  ●TOEFL ⇒ アメリカ、カナダの大学 

  ●IELTS ⇒ イギリス、オーストラリア、 

               ニュージーランドの大学 

 

 

 

 

●PCでの試験  

   ⇒Writingはタイピングが必要 

      ／Speakingはマイクで話す  

●Readingは700語程度 すべて選択問題 

●月に3～4回の開催 

●内容がアカデミック 

●海外大学出願には60～80くらい必要 

  

 
 
●試験はPCではなく筆記 

   ⇒タイピングの必要なし 
      ／Speakingは面接形式 

●Readingは900語と少し長め 
●月に1，2回の開催 
●海外大学出願には6.0～6.5が必要 
  

TOEFL ＆ IELTS 



外部試験利用入試リスト 


